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神戸港と兵庫県内の強制連行

兵庫在日外国人人権協会 代表 孫敏男
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2020年2月16日 こうべまちづくり会館

神戸港とポートタワー こうべまちづくり会館

―神戸に徴用された鄭寿錫さんの証言から―

【15】神戸港における戦時下朝鮮人･中国人強制連行を調査する会 1999.11～2008.12

【実践/連帯/共闘】

李南淳さん

鄭壽錫さん

2004年出版

2008年7月建立
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当団体が2015年に出版し
た４０年間のボランティア活
動記録集です。2000円で販
売しています。

この記録集に「【実践/連
帯/共闘】【15】神戸港にお
ける戦時下朝鮮人･中国人強
制連行を調査する会」として
掲載されています。 私が直
接２度訪韓して調査しました。
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厚生省名簿とは
1993.07.31 第4回朝鮮人・中国人強制連行を考える全国交流集会に

おいて、民団中央本部は韓国政府から提供された『厚生省名簿』を一般
公開する。1990年5月に盧泰愚大統領が日本を訪問した際に「戦前・戦
中の朝鮮人連行者の名簿作りについて協力要請した」ことが契機となる。
この『厚生省名簿』は1946年に厚生省が各勤労署単位で実施した

「朝鮮人労働者に対する調査」結果である。１６県分しかない。そのな
かの「兵庫県分」が122事業所で13,424人となり最多である。この厚生
省勤労局が調査した「朝鮮人労務者に関する調査」名簿は、朝鮮人連盟
による戦後の未払金などの請求行動に対抗して調べられたものであり、
朝鮮人労働者の名簿を保管していた企業が報告様式に従って戦後に名簿
を作成した。
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分野別 企業数 徴用人数 割合

1 工場関係 68社 8,931 67%

2 鉱山関係 38社 3,157 24%

3 交通・土木・荷役関係 16社 1,336 10%

122社 13,424 100%合計

兵庫県内の分野別徴用者順位



5

9

計画数 石炭山 金属山 土建 工場その他 計 達成率

1939 年 85,000 34,659 5,787 12,674 ʷ 53,120 62%

1940 97,300 38,176 9,081 9,249 2,892 59,398 61%

1941 100,000 39,819 9,416 10,965 6,898 67,098 67%

1942 130,000 77,993 7,632 18,929 15,167 119,721 92%

1943 155,000 68,317 13,763 31,615 14,601 128,296 83%

1944 290,000 82,859 21,442 24,376 157,795 286,472 99%

1945 50,000 797 229 836 8,760 10,622 21%

907,300 342,620 67,350 108,644 206,113 724,727 80%

(備考) 1) 1944年計画数は年度途中途で326,000人に変更された。
      2) 1945年計画は第1・4半期として設定されたもの。
      3) 大蔵省管理局「日本人の海外活動に関する歴史的調査」朝鮮編第9号分冊。63ページによる。
      (鈴木隆史「戦時下の植民地」「岩波講座日本歴史」21より) 

年度

計

朝鮮人労働者の日本への連行数

兵庫県内の徴用は？
順位 都市別 徴用人数 企業名と企業数

1 神戸市 4,645 三菱重工業神戸造船所・川崎製鉄所葺合工場等14社

2 相生市 2,212 播磨造船所等2社

3 朝来郡生野町 1,340 三菱生野鉱業所鉱山1社

4 姫路市 1,328 工場等28社

5 養父郡 1,142 三菱鉱業鉱山1社

6 尼崎市 1,097 工場等14社

7 氷上郡 378 鉱山18社

8 多紀郡 138 鉱山13社

9 赤穂市 117 日本製鉄・三井鉱山

10 伊丹市 113 工場等7社

11 西宮市 98 工場等4社

12 高砂・明石等 816

13,424 122社合計 10

①

②



6

11

①
②

③

④

⑤

⑥⑫

⑩

⑪

⑧

⑨

⑦

神戸市の徴用工とは
企業名 人数 区分

三菱重工業㈱ 神戸造船所（神戸市） 1,984 （工場関係）

川崎重工業製鉄所 葺合工場（神戸市） 1,398 （工場関係）

㈱神戸製鋼所 本社工場（神戸市） 413 （工場関係）

川崎重工業㈱製鉄所 兵庫工場（神戸市） 221 （工場関係）

神戸貨物自動車㈱（神戸市） 162 （工場関係）

神戸船舶荷役㈱（神戸市） 148 （交通・土木・荷役関係）

日本制動機㈱（神戸市） 118 （工場関係）

大阪瓦斯㈱ 神戸支社西工場（神戸市） 55 （工場関係）

阪神内燃機工業㈱ 神戸工場（神戸市） 51 （工場関係）

川西航空機㈱ 甲南製作所（神戸市） 38 （工場関係）

鐘紡紡績㈱ 神戸造機工場（神戸市） 33 （工場関係）

東出鉄工所（神戸市） 24 （工場関係）

㈱神戸鋳鉄所（神戸市） ＊ （工場関係）

川崎車両㈱（神戸市） ＊ （工場関係）

合計 4,645
12
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年度 出   所

1939 53,120 人   第86議会説明資料

1940 81,119

1941 126,092

1942 248,521

1943 300,654

1944 379,747   日帝の経済侵略史

1945 329,889   朝鮮経済統計要覧

計 1,519,142 人

 琴秉洞「日本帝国主義の朝鮮同胞強制連行と虐待の実態」上

 『月刊朝鮮資料』1974年8月号より

  高等外事月報

連行者数

朝鮮人労働者の日本への連行数



10

19

2527

3171

3653

3542

3989

5683

14501

22262

28272

30175

35876

59865

133710

298091

318212

390543
466217

537576
625678

690501
735689

799865

961591

1190444

1469230

1625054

1882456

1936843

636843

0

500000

1000000

1500000

2000000

2500000

1
9
1
1

1
9
1
2

1
9
1
3

1
9
1
4

1
9
1
5

1
9
1
6

1
9
1
7

1
9
1
8

1
9
1
9

1
9
2
0

1
9
2
1

1
9
2
2

1
9
2
3

1
9
2
4

1
9
2
5

1
9
2
6

1
9
2
7

1
9
2
8

1
9
2
9

1
9
3
0

1
9
3
1

1
9
3
2

1
9
3
3

1
9
3
4

1
9
3
5

1
9
3
6

1
9
3
7

1
9
3
8

1
9
3
9

1
9
4
0

1
9
4
1

1
9
4
2

1
9
4
3

1
9
4
4

1
9
4
5

植民地時代の日本に生活していた日本籍朝鮮人

１０才-

人口

西暦

内務省警保局調査データ

20

年 朝鮮人 男女比率 平均増加 推計・国 左の指数 日本の 左の指数 台湾の 左の指数

人口 （女100 率（過去 勢調査の 1910年 総人口 1910年 総人口 1905年

（万人） に対する 5年の平 人口数 =100 （万人） =100 （万人） =100

る） 均，％） （万人）

1905 304 100

1906 978 117

1910 1,313 113 8.6 1,631 100 4,818 100

1915 1,596 105 4.3 1,703 104 5,275 109 348 114

1920 1,692 106 1.2 1,763 108 5,596 116 366 120

1925 1,854 104 1.9 1,902 117 5,974 124 399 131

1930 1,969 103 1.2 2,044 125 6,445 134 450 148

1935 2,125 103 1.6 2,221 136 6,925 144 512 168

1940 2,295 102 1.6 2,355 144 7,193 149 572 188

出典：日本の植民地支配 肯定・賛美論を検証する 水野直樹・藤永壮・駒込武編 岩波書店2004
出所：1906年(『第3次総監府統計年報』)を除き『朝鮮総督府統計年報』による(警察の調査による人口数)
「推計」(1910ʷ20年)は金哲氏の研究による。日本の人口は内閣統計局の推計および国勢調査による。
台湾の人口は国勢調査(戸口調査)による。1905ʷ25年には「山岳地帯」の人口は含まれていない。

朝鮮・日本・台湾の人口推移
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この表で理解してほしいのは、
日本の植民地となっていた朝鮮
半島に日本人(邦人)が713,304人
暮らしていて、日本に来ていた
朝鮮人が空家として利用できた
住居が713,304人分しか無かっ
たということです。
戦後約60万人が残留すること

になった理由として、約180万
人は帰国してなんとか住居が
あったのですが、幼児・子ども
がいる家庭は早く帰った親兄弟
に住居の手立てを頼んだのです
が、終戦から５年後の1950年に
「朝鮮戦争」があり戦乱で帰国
できないまま戦争特需に沸く日
本で３Ｋ産業を自営し、活路を
見出し、帰国しようと一世は頑
張ったのですが果たせなかった
のが「在日コリアン」なのです。

21

22
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④強制連行
神戸港における戦時下朝鮮人･中国人強制連行を調査する会

孫敏男が2回訪韓して現地で聞取り調査を行った。本出版。記念碑建立。

鄭壽錫(チョン･スソク)さんは、川崎製鉄所葺合工場に2年間労働して帰国した。 軍隊に徴用
される前に来た。李南淳(イ･ナムスン)さんは神戸船舶荷役(沖中士)で障害を負い帰国。

1941年12月8日、米英に宣戦布告し太平洋戦争開始から官斡旋(国家)による強制連行が始ま
る。207万人の朝鮮人が強制連行(徴用)された。

23

第二次世界大戦

鄭寿錫さん

24
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鄭寿錫さん

北朝鮮エリアの徴用数が
７８パーセントを占める

25

鄭寿錫さ
ん出身地

26
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１９４５年
３月１７日 神戸市街地への焼夷弾(ナパーム

弾・48発)による夜間大空襲
死者2,700余人、全焼・全壊家屋6.8万余戸

６月５日 神戸市街地への焼夷弾による昼間大
空襲 死者3,453人

川崎製鉄所 葺合工場

鄭壽錫(チョン･スソク)さんは
４月３日退所帰国

27

1945年神戸空襲

●

●印が川崎製鉄所葺合工場

葺合区(1931～1980)
中央区(1980～ 生田区・葺合区が統合)

鄭壽錫(チョン･スソク)さんは
４月３日退所帰国 28
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鄭寿錫さんからの聞取り内容

①生年月日 戸籍上 1924年2月20日 本当 旧暦1923年5月19日
②現在の戸籍住所 江原道横城郡安興面上安興里450番地 渡日前住所 江原道横城郡安興面上安興

里183番地
（理由）日本から帰国してアンサン里内で家を買い移り住んだ。

③入所時年齢 渡日時は２０歳 ④出発日 １９４３年４月１日 横城郡庁を出発
入所日 １９４３年４月４日。入所初日から３ヶ月間軍事訓練。入所初日から３ヶ月間、芦屋市

打出町で軍事訓練があった。入所４ヶ月目から葺合工場で製鉄所勤務が始まる。
退所日 １９４５年４月３日。実質１年９ヶ月勤務。２年間の契約期間が満了したため退所した。

⑤川崎重工業製鉄所へ行った理由は 募集があり志願して行きました。
⑥当時の募集の様子は 募集は、面事務所でなく郡庁で行われた。日本語の聞き取り試験がありま

した。ほとんど理解できず少し聞き取れた程度で合格した。合格したらその場で服と腕章を支給
されたのですぐに着替えさせられた。腕章には「挺身隊」と書かれていた。家に戻らず、着替え
たその場から日本へすぐに出発した。

⑦日本へ行く決心をしたのはなぜか １８歳、１９歳の時から徴用に行かされることを聞いていた
ため。「近所の人に先に行った人が居て、いついつ募集するから来なさい」と言われて行った。
「自分たちが４番目になる」と証言された。「鉄原郡でも２回行ったようです」と証言された。

2001年10月15日 京畿道安養市の鄭寿錫さん自宅にて

31

鄭寿錫さんからの聞取り内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
春川駅 原州駅 鉄原駅 金化駅 高城駅 通川駅

実質順番 入所日 人数 春川郡 洪川郡 横城郡 原州郡 平昌郡 麟蹄郡 鉄原郡 金化郡 襄陽郡 高城郡 通川郡 合計
募集人員１００人 １番目 １回目 1943/1/11 99 29 30 40 99
募集人員１００人 ２番目 ２回目 1943/3/21 85 35 50 85
募集人員１００人 ３番目 ３回目 1943/3/27 115 15 50 50 115
募集人員１００人 ４番目 ４回目 1943/4/4 100 40 30 30 100
募集人員１００人 ５番目 ５回目 1943/4/14 100 40 30 30 100

６番目 ６回目 1944/3/26 1 1 1
40 59 60 80 30 30 50 50 1 50 50 500

江原道で５００人募集計画を立案していた。
一回に１００人募集計画を立案していた。
一回で３郡にまたがり郡庁で募集していた。
３郡に分かれていて毎回合計１００人募集できたのは綿密な郡との事前連絡がとれていたと推測される。
鉄路のある郡は５０人枠、鉄路から離れた徒歩圏の郡は３０人枠としていたことが理解できる。
洪川郡、横城郡、原州郡の３ヶ月後の連続２回募集以外の８郡は各郡一回限定の募集である。

32
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鄭寿錫さんからの聞取り内容

⑧ １９４３年４月４日の同期入所者数は
４番目と人数は鄭壽錫さんの記憶と同じ。

１回目 ２回目 ３回目 合計
洪川郡 横城郡 春川郡

(30)２９人 ３０人 ４０人 (100)９９人

兵庫県芦屋市打出町に訓練所があった。
阪神電車に乗って行った。
寄宿舎もあった。

６０人

33

鄭寿錫さんからの聞取り内容

⑨ 募集経路
募集があつて郡庁に行き、その場で身体検査をした。
身体検査に合格したので、その場で服を支給された。
その時支給された腕章が「挺身隊」と書かれていた。
そのまま郡庁から原州へ行き汽車に乗った。
汽車で原州から釜山に行き船に乗った。
連絡船で釜山から下関へ行った。
汽車で下関から芦屋についた。

34



18

鄭寿錫さんからの聞取り内容

⑩宿舎兼訓練所 芦屋市打出町。食堂あり。木造２階建のアパート。
５００～６００人収容。

⑪３ヶ月間の軍事訓練とは 寮から近い海辺で軍事訓練を受けた。
⑫軍事訓練中の一日の行動は

軍隊と同じ生活をした。起床６時。朝６時に起きて、ゲートル
を巻いて寮の食事をし、海辺で軍事訓練をした。海辺で暗くなる
前までに引きあげて寮で食事をとった。食事後、軍人みたいに点
呼して、７帖程度の畳の部屋に４人で寝た。この生活を３ヶ月間
した。

35

鄭寿錫さんからの聞取り内容
⑭葺合工場（製鉄所）勤務の一日の行動は
阪神電鉄に乗って三宮の手前の工場の前で降りました。駅から工場までは近

かった。３交替で働いた。朝６時３０分に工場に着かないといけなかった。朝
勤務 6:00～13:30 昼勤務 13:30～21:30 夜勤務 21:30～6:30 阪神電
車は一般車両であつた。引率者は居なかった。打出寮に事務所があって食券を
配る日本人がいた。
食券をわたすと川崎重工のマーク入りのアルミ製弁当箱に入れた弁当がもら

えた。日本人の引率の人はいたけど監視の人はいなかった。逃げようと思えば
逃げられた。６ヶ月の定期券で通勤した。月給をもらう時に定期券をもらった。
弁当は現場まで運んでくれた。ご飯とたくあんだけだが、良いときは魚がでた。
朝・夕は打出寮、昼は工場で弁当。夜勤は１２時になると弁当がでた。米がな
いときはサイマイモだけのときもあった。工場では、日本人と同じものを食べ
ていた。日本人のなかには食事がまずいと言って、田舎から送ってきた米を食
べている人がいた。昭和１９年の秋に、２交替制になり打出寮から歩いて行け
る工場に異動した。 36
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〇川重への印象は
私自身が山奥で育って昔から仕事はよくして

いたので、川重での仕事は苦しいと思わなかっ
たので、もともと人の言われた通りにやったの
で、日本人からたたかれたりとか、そういう、
怒鳴られたりとかいう記憶はない。韓国でも苦
しい、貧しい家にいたので、川重での体験とそ
んなに差がないと考えている。

37

〇日本での記憶は「お腹が空いたという記憶しかない」と言ってい
ましたが、思い出に残っていることは

韓国の生活がひどかったので韓国より川重の方が良かった。お金
さえ持っていけば何でも買えた。昭和１９年からは、そういうこと
が無くなってしまった。天王寺動物園に行った記憶もある。日本人
は個々人は良いひとたちだ。歴史を歪曲するから悪いと思う。私は
愛国者ではないですが、考えてみれば、私に対しては、そういうこ
とは無かったけれど歴史的に見れば韓国人を無慈悲に扱ったひとで
はないかと。私が考えるには、私は運が良かったと。２年契約なの
で、２年で帰してくれた。しかし、炭坑へ行ったひとたちは一人も
帰ってこなかった。炭坑にも募集があって当時行っていた。炭坑に
行ったひとは２年契約でも、２年後帰ってこなかった。そういう話
を聞きました。行った工場が良かったと私はそう考えています。

38
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●帰国について
郡までの帰国費用は川重が負担した。時間が無くて貯金

も引き出せなかった。帰ってきたあとに貯金を送ってくれ
ました。だから、ありがたい。

●当時、川重雪を断ろうと思えば断れたのでしょうか
昭和１８年に募集に応じたのは、昭和１９年には徴用で

引っ張られていくのがわかっていたので、お金を儲けるの
ではなく、それよりもむしろ、その前に行って少し慣れて
おくというつもりで行きました。昭和１９年は、軍への徴
兵第一期生になるため、どうせ自分は軍に行かないといけ
ないので、そのために軍に行くのならば先に日本に行って
慣れておこうと考えて行った。 39

●日本に行く前に働いていたのか １週間に２～３回、朝９
時から夕方６時までの軍隊訓練に出てこいと、日本に働きに
行く前にも言われて参加していた。農作業ができないので、
田舎で貧しいのに、それだったら日本に行ってしまおうと
思った。

●家族 父は顔も知らない。母は生きていた。９歳上の兄一
人だけの二人兄弟。娘二人は結婚した。歳をとって息子が一
人生まれたが結婚がまだで今一緒に暮らしている。

●日本行きへの家族の反対はなかったのか 知ると反対され
ると思ったので、合格してすぐ、そのまま、その日に日本へ
行き、日本に着いてから手紙を書いた。手紙は自由に書けた。 40
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●兄と若者の徴用逃れはなかったのか
徴用は来ていたが⾧男であり、母の面倒も見ないと行けな

いので逃げていた。逃げると代わりに下男を連れていったり
したらしい。自分は兄の代わりに行ったのではない。自分は
必ず徴兵されるので行った。若い人は４月になるとみんな連
れて行かれて若い人はいなかった。
●郡庁内での募集会場の様子は
３０人を選ぶのに１００人来ていた｡｢さかもと」という日

本人が選考した。「はた」という川重のひとが来て、「いさ
か」と言ったか。４月１日に選んで、４月１日その場で、そ
のままで日本へ出発した。作業服、腕章、リュックサックを
貰い、リュックに入れていく物は入れろと言われたが、自分
は入れる物がなかった。 41

●横城郡からは４０年前離れた。
●自分１８歳、妻１６歳で日本に行く前に結婚していた。妻は
兄家族と一緒に暮らしていた。「日本に行くと言ってそのま
ま行ってしまった」とは妻の一言。

●朱英哲いう人はいますか？ 一緒に行き、帰るのも一緒だっ
た。徴兵検査を受けたが徴兵されなかった。
金東雲(ｷﾑ･ﾄﾞﾝｳﾝ)は自分より年下だから（いまも）生きて

いるのではないか。
●木村さんは逃げた人です。７０年度に、この木村さんから手
紙がきました。その当時、日本語が聞けて理解できたので行
けた。
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●服装は、何も持たず日本に行ったので支給され
た作業服を着ていた。

●日曜日は休みで、食べに出かけた記憶がある。
大阪の四天王寺まで行ったこともある。

●一時帰国はしましたか ２年間一度も帰郷して
いない。

●退所時の一時金、贈り物 無かった。帰るとき
にいくつかのおにぎりをくれたくらいです。

43

●帰国行程 ４月２３日の夕方に列車に乗り、下関へ
向かった。下関で８日間、船がなく待った。連絡船が
なく商業船に乗った。対馬に行き１日泊まり翌日麗水
(ﾖｽ)方面に行き着いた。夕食後、麗水(ﾖｽ)から貨物船
に乗って夜通し船に乗りソウルに朝６時に着いた。ソ
ウルから原州行きの汽車に乗った。横城郡の近くの旅
館でマッコルリをごちそうしてくれた。その時、また
日本に行くひと募集したが誰も行かなかった。郡から
は、そのまま歩いて帰った。７０里歩いて帰った。

44
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●帰国行程 ４月２３日の夕方に列車に乗り、下関へ
向かった。下関で８日間、船がなく待った。連絡船が
なく商業船に乗った。対馬に行き１日泊まり翌日麗水
(ﾖｽ)方面に行き着いた。夕食後、麗水(ﾖｽ)から貨物船
に乗って夜通し船に乗りソウルに朝６時に着いた。ソ
ウルから原州行きの汽車に乗った。横城郡の近くの旅
館でマッコルリをごちそうしてくれた。その時、また
日本に行くひと募集したが誰も行かなかった。郡から
は、そのまま歩いて帰った。７０里歩いて帰った。

45

46

●まとめ
徴用しやすい時期（農閑困窮期）に、事前

に軍隊訓練を押しつけて日本に働きに行かせ
る環境作りを軍隊と一丸となって行っていた。
民間企業の募集という形に飲み込まれていた
と考えられる。
軍が企業の後押しをしていたため、人集め

が簡単に出来たという背景は特筆できるので
はないか。
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表－２　面邑(村)で１回に徴用した人数　　川崎重工業製鉄所葺合工場　朝鮮人徴用工

順位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ５位 ６位 ７位 ８位 ９位 ９位 10位 11位 12位 12位 12位 13位 13位 13位 13位 13位 合計

徴用人数 1 3 2 4 5 7 6 9 8 10 12 14 13 11 18 19 15 17 20 26 28 －

回数 79 44 39 30 23 23 21 12 9 5 5 4 3 2 2 2 1 1 1 1 1 308

延べ人数 79 132 78 120 115 161 126 108 72 50 60 56 39 22 36 38 15 17 20 26 28 1,398

割合(%) 25.6 14.3 12.7 9.7 7.5 7.5 6.8 3.9 2.9 1.6 1.6 1.3 1.0 0.6 0.6 0.6 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 100%
2002.11.14 孫敏男

注：４６の面邑(村)で２回徴用しているため308回になる。

表－３　面邑(村)で１回に最も多く徴用した人数　川崎重工業製鉄所葺合工場　朝鮮人徴用工

順位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位 ９位 １０位１１位 １２位１３位１４位１５位１６位１７位１８位 １９位２０位２１位 合計

人数/回 7 3 6 4 5 9 1 2 8 12 14 10 13 19 18 28 26 11 20 17 15 －

回数 23 44 21 30 23 12 79 39 9 5 4 5 3 2 2 1 1 2 1 1 1 308

延べ人数 161 132 126 120 115 108 79 78 72 60 56 50 39 38 36 28 26 22 20 17 15 1,398

割合(%) 11.5 9.4 9.0 8.6 8.2 7.7 5.7 5.6 5.2 4.3 4.0 3.6 2.8 2.7 2.6 2.0 1.9 1.6 1.4 1.2 1.1 100%
2002.11.14 孫敏男

注：４６の面邑(村)で２回徴用しているため308回になる。

47

厚生省名簿　第１号表　川崎重工業製鉄所葺合工場

不明 56 4.0% 0
空白 18 1.3% 入営1 1
17 4 0.3% 0
18 10 0.7% 0
19 54 3.9% 病死1 死亡1 公傷死2 戦災死2 入営1 7
20 87 6.2% 病気送還4 入営2 6
21 187 13 .4% 病死1 病気送還2 入営2 5
22 130 9.3% 病死1 戦死1 病気送還2 入営4 8
23 82 5.9% 公傷死1 入営9 10
24 145 10.4% 病死1 戦死1 戦災死1 3
25 278 19 .9% 病死2 轢死1 公傷死1 戦災死3 病気送還5 12
26 199 14 .2% 公傷死1 戦災死1 病気送還1 3
27 51 3.6% 病死1 病気送還1 2
28 26 1.9% 病気送還2 2
29 7 0.5% 病気送還1 1
30 17 1.2% 病死1 1
31 17 1.2% 0
32 8 0.6% 病気送還1 1
33 4 0.3% 0
34 5 0.4% 0
35 2 0.1% 0
36 5 0.4% 0
37 1 0.1% 0
38 1 0.1% 0
40 1 0.1% 0
42 1 0.1% 病死1 病気送還1 2
48 1 0.1% 病気送還1 1
計 1,397 99.9% 9 1 1 5 2 7 21 19 65

2002.11.14 孫敏男

計年齢 人数 構成比 退　　　所　　　事　　　由

48
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表－７　朝鮮人徴用工 未払金（全体）川崎重工業製鉄所葺合工場

共済会 人数 月数 国民貯蓄 人数 月数 残勘定 人数 月数 金額 人数 月数 人数 月数 推定金額

項目別全体合計 39,042.37 465 8,601 13,925.23 206 2,945 1,068.66 104 783 1,381.90 31 208 592 5,021 -

未払金総計

全体構成比 ﾊﾟｰｾﾝﾄ

一人当たり未払金 83.96 465 18.50 67.60 206 14.30 10.30 104 7.54 44.85 31 6.72 592 8.43 22,190.31

推定未払金合計

推定一人当たり未払金額 55.51 円 総額 ¥77,603 「厚生省名簿　第１号表」により作成　2002.11.14 孫敏男

注：２種類記載がある未払金は額の多い方を集計した。

金額不明者の未払金の推定式 (未払金総計/就労月数総計×金額不明者の平均就労月数)×金額不明者総数

一人当たり未払金の計算式 未払金合計/就労月数合計×一人当たりの就労月数

金額明記 金額・区分不明 金額不明

55,418.16 -

42%

金額明記 金額明記

77,608.16

33% 15% 7% 2%

全体人数　１，３９８人

49

表－９　死亡者25名一覧表　川崎重工業製鉄所 葺合工場

死亡順 氏名 年齢 　本籍１ 　本籍２ 入所年Ｓ 退所年S 退所事由 未払金種別 未払金円

1 金本敬泰 23 江原・横城郡 公根面水白里273 18.4.4 19.2.7 公傷死

2 金本泰憲 19 咸北・明川郡 上加面石峴洞208 19.3.26 19.8.22 　病死

3 金海宣山 25 平北・慶源郡 慶源面中栄洞252 19.3.18 19.8.30 　轢死

4 霊山栄鎮 25 江原・原州郡 貴来面竜岩里157 18.1.11 19.9.14 　病死

5 岡山道善 24 平北・定州郡 馬山面新五洞 19.12.5 20.1.22 　病死

6 康基珎 42 平北・雲山郡 北鎮邑橘洞 19.10.24 20.2.1 　病死 残勘定 10.51

7 林得祥 30 平北・博川郡 両嘉面岺美洞 19.10.24 20.2.10 　病死

8 金山日潤 26 平北・博川郡 両嘉面徳仁洞 19.10.24 20.2.11 公傷死

9 陵城浅学 19 平北・雲山郡 東新面利洞 19.10.24 20.2.20 公傷死

10 安田鶴春 19 咸北・吉州郡 吉州邑栄基洞 19.3.26 20.3.3 公傷死 国民貯蓄他 92.89

11 星山化俊 21 平北・博川郡 博川邑北部洞 19.11.24 20.3.11 　病死

12 利川松鶴 19 咸北・吉州郡 賜社面新豊洞 19.4.3 20.3.26 戦災死

13 金谷海竜 25 平北・定州郡 葛山面■島洞 19.12.5 20.3.31 公傷死

14 松谷熙昊 22 江原・横城郡 晴日面柳洞里863 18.4.4 20.4.15 　病死

15 松林明浩 25 平北・博川郡 ■山面竜灘洞 19.12.5 20.4.19 　病死 残勘定 10.78

16 山本仲根 19 咸北・鶴城郡 鶴中面春洞 19.4.3 20.5.30 　死亡

17 田中基碩 25 平北・定州郡 観舟面■燁洞 19.12.5 20.6.5 戦災死

18 岸村道斌 25 平北・定州郡 観舟面■燁洞 19.12.5 20.6.5 戦災死 戦災保険 1200

19 杏泉吉昇 24 平北・定州郡 徳彦面大山洞 19.12.5 20.6.5 戦災死 戦災保険 500

20 吉松輸箕 22 咸北・茂山郡 西下面三川洞72,2 19.3.18 20.6.6 戦災死 国民貯蓄 4.13

21 長岡景竜 26 平北・竜川郡 外下面做義洞 19.12.5 20.6.25 戦災死 残勘定 12.04

22 延金宣済 25 平北・定州郡 葛山面瑞南洞 19.12.5 20.6.25 戦災死 戦災保険 1200

23 金田竹山 19 咸北・鏡城郡 朱乙邑仲郷洞266 19.3.26 20.8.6 戦災死

24 辺海龍 24 江原・洪川郡 乃村面道竟里 18.1.11 記載なし 戦災死 国民貯蓄 17.54

25 林聖俊 27 江原・洪川郡 南面陽徳院里 18.4.4 記載なし 　病死

2002.10.15  孫敏男

注1：■は判読不明個所

注2：死亡順は退所年を死亡日とした
50
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鄭寿錫さんの故郷 江原道横城郡安興面上安興里
450番地を訪ねて

2003年9月22日朝 原州駅 51
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被告 原告

上告審（2件） 1 三菱重工業 23

2 三菱重工業 5

二審（9件） 1 不二越 27

2 新日鉄住金 10

3 三菱重工業 63

4 三菱重工業 4

5 不二越 5

6 三菱重工業 2

7 不二越 1

8 新日鉄住金 3

9 日立造船 1

一審（3件） 1 三菱重工業 63

207

三菱重工業だけで160人で約８割を占める

計

1 横浜ゴム 19 佐藤工業 37 石原産業 55 松本組

2 函館どつく 20 住友金属鉱山 38 三菱重工業 56 麻生セメント

3 品川リフラクトリーズ 21 デンカ 39 西松建設 57 鹿島

4 太平洋興発 22 日鉄鉱業 40 常磐興産 58 東邦亜鉛

5 清水建設 23 日油 41 三宅組 59 大成建設

6 住友化学 24 日産化学 42 三井E&S造船 60 菅原建設

7 住石ホールディングス 25 日産自動車 43 三井松島産業 61 古河機械金属

8 熊谷組 26 日本通運 44 三井金属 62 角一化成

9 野上 27 日本曹達 45 森永製菓 63 りんかい日産建設

10 大林組 28 日本冶金工業 46 三菱倉庫 64 ラサ工業

11 広野組 29 日立造船 47 三菱電機 65 パナソニック

12 安藤ハザマ 30 宇部興産 48 三菱マテリアル 66 三菱ケミカル

13 フジタ 31 王子製紙 49 日本郵船 67 DOWAホールディングス

14 ニッチツ 32 岩田地崎建設 50 三光汽船 68 ダイセル

15 ダイゾー 33 新日鉄住金 51 山陽特殊製鋼 69 東芝

16 JXTGエネルギー 34 新潟造船 52 山口合同ガス

17 クボタ 35 昭和電気鋳鋼 53 飛島建設

18 IHI 36 小林工業 54 北海道炭砿汽船

係争中の徴用工裁判の企業名 73社で960人

2018.10.30日経新聞より

徴用工裁判の支援団体、韓国の裁判所の資料から作成 資料中の旧社名は現社名に変更した
75

徴用工訴訟に川崎重工業は含まれず
2018.10.30 徴用工訴訟、70社超が対象に 訴状未着の企業多く 日本経済新聞

韓国の裁判所や市民団体の資料によると、徴用工関連では現在、15
件の訴訟が提起されており、対象企業は70社を超える。元徴用工の支
援団体や韓国の裁判所の資料に基づくリストは下記の通り。

ただ、日本経済新聞がリストに掲載された企業に問い合わせたとこ
ろ、多くの企業で訴状が届いていないことがわかった。訴状が届いて
いないと回答した企業の多くは一審の2件の集団訴訟の対象企業だ。韓
国の原告側弁護士は訴状が届いていないことを把握しているが「どこ
で滞っているかはわからない」としている。

訴状は韓国の裁判所から両国外務省や日本の裁判所を経由して対象
企業に届く。「係争中の裁判はない」と回答する企業も多かったが、
追って訴状が届くとみられる。 76
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ご清聴ありがとうございました

77

韓国ＳＰＡＲＫのみなさん


